
 

 
 

１．件名：民間規格の技術評価に係る日本原子力学会との面談 

２．日時：令和３年８月２６日（木）１０：００～１１：００ 

３．場所：原子力規制庁１６階 A会議室 

４．出席者： 

原子力規制庁 技術基盤グループ技術基盤課    佐々木企画調整官、藤澤技術

参与（テレビ会議システムに

よる出席） 

             核燃料廃棄物研究部門 大塚主任技術研究調査官、佐

藤技術研究調査官（テレビ会

議システムによる出席）、古

田技術研究調査官（テレビ会

議システムによる出席） 

日本原子力学会 標準委員会 幹事 他１１名（テレビ会議システムによる出席） 

５．要旨： 

○原子力規制庁から、第１回中深度処分対象廃棄物の放射能濃度決定方法に係る日本

原子力学会標準の技術評価に関する検討チームにおいて、日本原子力学会に依頼す

る「第２回会合における日本原子力学会への説明依頼事項」について、質問の趣旨

を伝え、回答の準備をすすめるよう依頼した。 

○原子力規制庁から、本件に関連して、「原子力規制委員会における民間規格の活用

について」（平成３０年６月６日）に基づき、日本原子力学会の原子燃料サイクル

専門部会に当庁職員が常時参加者として参加することとなるので、会合資料と録音

の提供ができるよう準備を進めて欲しい旨依頼した。 

６．配付資料： 

○ 第１回中深度処分対象廃棄物の放射能濃度決定方法に係る日本原子力学会標準

の技術評価に関する検討チーム 資料１－２ 中深度処分対象廃棄物の放射能濃

度決定方法に係る日本原子力学会標準の技術評価に関する検討チームにおいて

議論する内容について（案） 

○ 第１回中深度処分対象廃棄物の放射能濃度決定方法に係る日本原子力学会標準

の技術評価に関する検討チーム 参考資料１－２ 中深度処分対象廃棄物の放射

能濃度決定方法の基本手順の技術評価に関する日本原子力学会への説明依頼事

項（その１） 


